
NO．7902017 年 3月 24日 国　　　労　　　東　　　日　　　本 ①

部
を
代
表
し
て
菊
池
委
員
長

か
ら
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

丸
６
年
が
経
過
を
し
た
。
３

月
18
日
に
福
島
県
民
集
会
、

20
日
に
は
東
京
で
も
集
会
が

開
催
さ
れ
る
。
反
原
発
・
脱

原
発
な
ど
、
国
民
的
な
課
題

と
結
合
さ
せ
て
２
０
１
７
春

闘
を
闘
い
抜
こ
う
」
と
挨
拶
。

　

佐
藤
書
記
長
か
ら
、

２
０
１
７
春
闘
の
交
渉
状
況

と
闘
争
態
勢
の
強
化
、
組
織

の
強
化
・
拡
大
の
現
状
及
び

新
規
採
用
者
対
策
や
関
連
労

働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
の

報
告
や
、「
労
働
条
件
に
関

す
る
協
約
」
改
訂
に
向
け
た

闘
い
、
会
社
施
策
の
検
証
を

踏
ま
え
た
改
善
要
求
等
の
扱

い
に
つ
い
て
提
起
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
30
年
を
問

う
「
国
労
全
国
安
全
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
に
つ
い
て
や
、
戦
争

法
廃
案
、
脱
原
発
、
辺
野
古

新
基
地
建
設
反
対
、
労
働
法

制
改
悪
反
対
な
ど
の
闘
い
の

強
化
を
提
起
し
、
地
方
か
ら

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
組
織
強
化
拡
大
交
流

会
』
な
ど
を
開
催
し
て
組
織

拡
大
を
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
努
力
し
て
い
る
」「
エ

ル
ダ
ー
制
度
で
通
勤
で
き
な

い
職
場
１
箇
所
の
み
を
提
示

さ
れ
断
念
。
結
果
的
に
首
切

り
に
な
っ
て
い
る
。
地
方
の

実
態
を
本
社
に
訴
え
て
改
善

し
て
ほ
し
い
」「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
支
店
交
渉
に
つ
い
て
引
き

続
き
本
社
に
求
め
て
欲
し

い
」「
オ
ス
プ
レ
イ
が
２
機

訓
練
で
飛
来
し
て
い
る
。
断

固
阻
止
の
闘
い
を
」「
安
保

法
制
違
憲
訴
訟
に
東
京
地
本

で
50
名
が
原
告
団
と
し
て
参

加
し
て
い
る
」
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
春
闘
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
１
５
，

０
０
０
円
の
賃
上
げ
と
10
項

目
の
要
求
実
現
に
向
け
て
全

体
で
努
力
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
す
る
「
18
年

連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
は
許
さ
な

い
」
決
意
を
込
め
た
要
請
行

動
を
、
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
３
月

11
日
に
各
地
方
本
部
書
記
長

会
議
を
開
催
し
、
２
０
１
７

春
闘
を
は
じ
め
と
し
た
当
面

す
る
課
題
に
向
け
て
意
思
統

一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
宮
﨑
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
東
日
本
本

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、第
34
回
拡
大
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、

２
０
１
７
春
闘
に
つ
い
て
、
２
月
13
日
に
統
一
要
求
額
１
５
，
０
０
０
円
の
賃

金
引
き
上
げ
を
は
じ
め
と
す
る
10
項
目
の
要
求
を
会
社
に
申
し
入
れ
、
２
回
の

交
渉
を
経
て
、
３
月
15
日
の
第
３
回
交
渉
で
ベ
ア
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
間
の
各
地
方
で
行
わ
れ
た
春
闘
の
取
り
組
み
及
び
、
Ｊ
Ｒ

30
年
を
問
う
「
国
労
全
国
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
す
。

　

集
会
の
第
一
部
と
し
て
、

「
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
、
国
鉄
は

国
民
の
手
に
返
っ
て
き
た
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
東
北
労
働

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
環
境
経
済
研
究
所
・
上

岡
直
見
氏
は
、
分
割
・
民
営

化
直
前
に
政
府
が
約
束
し
た

内
容
と
現
在
を
対
比
し
た
地

方
の
苦
し
い
実
情
を
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
問
題
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
最
後
に「
マ

イ
ナ
ス
の
部
分
も
し
っ
か
り

と
指
摘
し
、
見
続
け
て
い
き

た
い
」
と
利
用
者
の
立
場
で

目
を
光
ら
せ
る
こ
と
と
、
労

働
組
合
に
も
そ
う
し
た
立
場

か
ら
し
っ
か
り
と
闘
う
こ
と

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
と
し
て
国
労
東
北

総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
、
主

催
者
を
代
表
し
、
東
日
本
本

部
・
菊
池
忠
志
委
員
長
と
東

北
協
議
会
・
佐
々
木
力
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
春
闘
情
勢
と
Ｊ
Ｒ
会
社

の
動
向
、
国
労
の
取
組
み
、

17
春
闘
勝
利
と
諸
課
題
の
前

進
、
そ
し
て
闘
い
を
通
じ
て

新
し
い
仲
間
を
国
労
に
迎
え

入
れ
る
決
意
を
固
め
合
お
う

と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
東
北
三
地
本
の
各

代
表
と
東
北
貨
物
協
議
会
議

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い

決
意
表
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
参
加
者
は
４
隊

列
に
分
か
れ
て
仙
台
市
内
を

デ
モ
行
進
。
賃
上
げ
を
始
め

と
し
た
労
働
条
件
の
改
善
や

安
全
問
題
な
ど
の
国
労
要
求

を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
気
勢
を

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
集
会
の
前
段
に
仙

台
支
社
前
と
仙
台
駅
東
口
に

お
い
て
早
朝
チ
ラ
シ
配
布
行

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
に
は
「
17
春
闘
勝
利
」

を
は
じ
め
と
し
て
「
格
差
社

会
を
な
く
そ
う
」「
反
原
発
・

反
基
地
・
護
憲
」「
改
憲
・

戦
争
反
対
」「
車
両
の
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
問
題
」
な
ど
多

く
の
課
題
と
要
求
を
掲
げ
、

広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
し

ま
し
た
。　
（
仙
台
地
本
発
）

　

３
月
３
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
３
６
１
人

の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。



NO．7902017 年 3月 24日 国　　　労　　　東　　　日　　　本

公
共
交
通
機
関
の
安
全
性
は

足
元
か
ら
崩
れ
た
。
動
力
乗

務
員
は
不
規
則
な
勤
務
と
な

り
、
効
率
化
の
み
が
優
先
さ

れ
る
『
新
し
い
乗
務
員
の
勤

務
制
度
』
で
労
働
条
件
は
悪

化
。『
食
う
・
寝
る
・
ト
イ
レ
』

の
改
善
を
。
偽
装
請
負
や
プ

ロ
パ
ー
社
員
の
教
育
・
養
成

は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
」（
運

転
協
議
会
）

「
設
備
や
人
件
費
の
抑
制
で

Ｊ
Ｒ
最
低
の
労
働
条
件
・
人

件
費
で
あ
る
。
退
職
者
や
２

年
間
の
採
用
な
し
で
欠
員
の

状
態
。
65
歳
以
上
の
嘱
託

社
員
が
増
加
し
て
い
る
が
そ

う
し
な
い
と
要
員
が
回
ら
な

い
」（
貨
物
協
議
会
）

　

最
後
に
赤
沼

書
記
長
が
「
23

年
前
の
３
・
30

事
故
の
教
訓
を

風
化
さ
せ
な
い

た
め
今
年
も
取

り
組
み
を
行

う
。
職
場
総
点

検
運
動
の
強
化

を
提
起
し
、
分

会
・
班
か
ら
の

要
求
に
し
て
い

く
。
組
織
拡
大

に
向
け
、
本
日

の
集
会
を
我
々

②

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
斉
藤
委
員
長

か
ら
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
か
ら
地
域
の
変
化
な
ど
を

検
証
し
て
い
く
。
新
潟
に
お

い
て
も
、
羽
越
線
『
特
急
い

な
ほ
』
の
脱
線
や
飯
山
線
の

大
根
原
踏
切
死
亡
事
故
、
昨

年
12
月
に
発
生
し
た
信
越
線

の
塚
の
目
踏
切
で
高
校
生
が

列
車
に
衝
突
し
亡
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
安
全
に
関
わ
る
職
場

の
問
題
点
な
ど
の
報
告
、
議

論
の
場
に
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
渡
辺
執
行

委
員
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
事
故
の
発
生
状
況
や
Ｊ
Ｒ

各
社
の
現
状
、
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
の
実
態
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
深
刻
な
経
営
状
況
や
自

力
で
復
旧
・
復
興
が
厳
し
い

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
職
場
の
労
働
環
境

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
組
合
員
が
集
ま
る
努
力

を
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら

知
恵
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
拡
大
地
方
委

員
会
を
開
催
し
、
職
場
の
問

題
を
含
め
た
報
告
な
ど
を
行

　

新
潟
地
本
で
は
全
国
安
全

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
つ
い

て
、
２
月
25
日
に
新
潟
駅
前

で
、
街
頭
宣
伝
行
動
と
チ
ラ

シ
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
に
雪
が
降
り
、
厳

し
い
天
候
で
の
宣
伝
行
動
で

し
た
が
、
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

街
頭
宣
伝
行
動
で
は
、
国

鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
今
年

で
30
年
。
Ｊ
Ｒ
各
社
が
、
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
、
安
全
が

守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。
非
常
に
寒
く
手
が
冷
た

く
な
る
天
候
状
況
の
中
、
市

民
の
方
々
が
受
け
取
っ
た
チ

ラ
シ
を
読
ん
で
い
る
光
景
が

見
ら
れ
、
精
力
的
に
宣
伝
行

動
、
チ
ラ
シ
配
布
を
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

街
頭
宣
伝
行
動
の
終
了
後

に
、
会
場
を
新
潟
地
方
本
部

事
務
所
に
変
え
て
「
全
国
安

全
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
・
新
潟

い
、
全
体
で
議
論
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
新
潟
地
本
発
）

は
中
期
経
営
計
画
で
鉄
道
部

門
の
黒
字
化
へ
全
系
統
に
合

理
化
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

輸
送
障
害
、
重
大
事
故
が
発

生
す
る
背
後
要
因
は
効
率

化
、
外
注
化
に
伴
う
技
術
継

承
が
さ
れ
ず
、
要
員
補
充
が

な
い
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
労
働

条
件
の
改
善
と
安
全
・
安
定

輸
送
を
一
体
と
し
て
若
手
の

意
見
を
吸
い
あ
げ
、
巻
き
込

み
、
要
求
を
作
り
、
組
織
拡

大
に
結
び
付
け
て
い
く
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
樋
口
執
行

委
員
か
ら
は
「
２
月
13
日

に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
賃
金
改
善

要
求
を
提
出
。
昨
年
の
経
験

を
踏
ま
え
て
対
策
を
進
め
て

い
る
。
各
地
本
の
行
動
に
積

極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
春
闘

の
高
揚
を
図
り
た
い
。
２
月

９
日
に
第
１
回
「
労
働
条
件

に
関
す
る
協
約
改
訂
」
交
渉

を
行
い
、
集
中
し
た
議
論
を

行
っ
て
き
た
。
会
社
施
策
の

検
証
を
踏
ま
え
た
改
善
要
求

の
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
多
発
す
る
重

大
事
故
に
対
し
既
に
申
を
出

し
て
改
善
を
求
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
が
経
過
し
た

今
の
実
態
を
し
っ
か
り
検
証

し
て
安
全
・
安
定
輸
送
を
確

立
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
情

勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
協
議
会
か
ら

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

「『
設
備
部
門
に
お
け
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
』
で
専

門
特
化
さ
れ
て
15
年
が
経
過

し
た
が
、
技
術
継
承
は
進
ま

ず
輸
送
障
害
が
多
発
。
労
働

災
害
が
増
大
し
安
全
・
安
定

輸
送
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
」

（
工
務
協
議
会
）

「
会
社
は
事
故
が
発
生
す
る

度
に
事
故
対
策
、
教
育
訓

練
を
行
う
が
事
故
は
再
発
す

る
。
技
術
力
・
判
断
力
の
低

下
。
外
注
化
・
業
務
委
託
化

が
進
ん
で
い
る
が
要
員
不
足

で
安
全
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
」（
電
気
協
議
会
）

「
駅
の
要
員
合
理
化
、
窓
口

廃
止
で
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
働
く
社
員
が
増

え
、
若
手
プ
ロ
パ
ー
社
員
を

巻
き
込
み
交
流
、
学
習
会
を

行
っ
て
い
る
。
車
掌
は
団
体

作
業
か
ら
個
人
作
業
に
変
化

し
、
売
上
が
重
要
視
さ
れ
安

全
・
安
定
輸
送
が
軽
視
さ
れ

て
い
る
」（
運
輸
協
議
会
）

「
運
輸
事
業
の
整
備
費
や
人

件
費
コ
ス
ト
削
減
競
争
で
、

の
運
動
を
通
し
て
若
い
人
に

伝
え
、
放
射
線
問
題
で
は
グ

ル
ー
プ
会
社
に
働
く
仲
間
も

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
結
合
し

て
い
く
」
と
ま
と
め
を
行
い
、

集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
（
水
戸
地
本
発
）

　

水
戸
地
方
本
部
は
、
２
月

25
日
に
水
戸
地
本
会
議
室
で

「
Ｊ
Ｒ
30
年
を
問
う
！
国
労

全
国
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
水
戸

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
本
を
代
表
し
て
塚
原
委

員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
30
年
を
振

り
返
っ
て
、
出
向
を
伴
う
外

注
化
施
策
が
拡
大
し
て
い

る
。
と
り
わ
け
貨
物
会
社
で




